
 
   

 ６月 29日（木）午後 7時より福祉会館 3階大会議室において 2006(平成 18)年度、おかまち・まちづくり協議会 

  

表して、淺利豊中市長と溝口市議会議長からお祝いと応援の挨拶を 
い

  総会に出席出来なかった方で資料の必要な方は下記に問い合わせ下さい 

総会を開催いたしました。冒頭司会者から委任状を含む出席者が会員総数の過半数を超えた事で、今総会が 
成立している事が報告され、坂本会長の挨拶に続き、案件の議事に入りました。前年度活動報告・会計報告 
・監査報告が承認された後、平成 18年度役員が選出され、続いて 18年度事業計画案と予算案が提案され、 
いずれも大きな拍手で承認されました。 
総会終了後来賓の紹介があり、来賓を代

ただきました。その後休憩を挟み、第 2部記念講演会「商店街と NPO法人の協働による子育て支援活動」 
と題して、特定非営利活動法人 子ども NPO和歌山県センター理事長 岡本瑞子(みつこ)さんに講演していた 
だきました。 
☆詳細は 2ページ以降に掲載

 会長：坂本凖之助 
問い合せ：事務局 TEL/FAX 06‐6841‐2525（ドラン内）寺本透、 06‐6844‐0180（アイム岡町内）北原雄一 
事務局住所 〒561‐0881 豊中市中桜塚 2‐27‐6（oh!かしや内）廣岡章嘉 
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◆挨拶する淺利市長（左）と溝口市議会議長（右） 

 

＊参加いただいた来賓の方々 敬称略 

豊中市長  

    

明善、 入部香代子 

至蔵  

＊祝電をいただいた方々 敬称略 

大阪府議会

設計研究所 三好庸隆 

 

2006(平成 18)年度 おかまち・まちづくり協議会役員体制 

会 会

晋次、舩越真知子、 

 

 

計監査：小牧義昭、中 盛雄 

澤田義雄、前田 孝、越智忠司、野土利彦、阪田浩章 

 

本年度から運営委員が 1名増えて 20 名体制となり「まちの文化祭」等のイベントや調査研究、議論、 

 

２ 

淺利敬一郎   豊中市議会議長 溝口正美  

大阪府議会議員 北之坊皓司、 堀田文一、 大島 章 

豊中市議会議員 佐野満男（副議長） 喜多正顕、 平田

        北川悟司、 山本正美、 貴志公司 

豊中市助役 芦田英機  豊中市政策推進部部長 奥田

議員  谷口富男、 大島章、 

豊中市議会議員  中野修、  PPI 計画・

 長：坂本凖之助   副 長：渡辺庄次郎、小條辰男、池側嘉一 

事務局長：寺本透 事務局次長：北原雄一 会計：廣岡章嘉  

運営委員：伴野多鶴子、蔵野修一、杤尾賢治、筧 雄次、北之坊

竹本美恵、谷木光昭、良本康成、新谷安徳、寺野好一、近藤又一、東 敏治

会

顧  問：高畠光典、藤井妙子、

＊

講演会、討論会を開催していく上で大きな戦力アップとなりました。 



 
2001年に岡町・桜塚商業団体連合会が大阪府や豊中市の協力を得て開設した、商店街美術館「おかまち・ 

あーとらんど」は、多くの美術ファンの注目を集めましたが運営や資金面での困難も多く惜しむ声もある中、 
2004年３月をもって閉館となりました。その後も地域文化の発信やコミュニティ形成の拠点が必要であり、 

文化施設（まち＝多様な楽しみ）が常に用意されるべきと考える意見も多く、これらのニーズに応え「おかまち 
・あーとらんど」は、現在、地域子ども教室を始め、勉強や遊びに集える場所とし活用される他、コンサートの 
企画実行や地域サークル活動に利用されるなど、まちづくり・地域文化発信拠点となっています。また、昨年度 
「とよなかＴＭＯ」の協力で、おかまちを紹介する冊子「おかまち・まちの文化」発行と、おかまちの歴史・文化・ 
イベント情報＝（子ども教室の詳細も）と商店街の行事などを紹介するホームページ が完成しました。 

                                              上記アドレスで検索を 

 

   
昨年 11月に原田神社境内で、コンサート・フリーマーケット 
マジックショー・屋台・展示発表コーナーなどを設け開催した 
「まちの文化祭」を更にパワーアップし、 
今年も開催しますので皆様のご協力をお願いいたします。 
開催日は 10月 22 日（日）イタリアから超大物ゲスト招待 

今後実行委員会を招集し詳細を検討することになります。日時は 

決まり次第発表しますので是非ご参加下さい   

 

写真は昨年開催した『まちの文化祭』フリーマーケットの様子 

      

昨年度は、地域安心安全共有システムに協議会として参加登録しました。今年度はさらにインターネットを 

活用した情報交換の場として「地域ＳＮＳ」設立を目指し、安心安全情報の発信に加え、まちの様々な情報交換 

と課題の共有など「まち」への関心を高め、参加の幅を広げることでまちのコミュニティを広げる予定です。 
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子育て支援のための場所を、商店街に設立することによって 

核家族化が進みストレスが多くなっているお母さん達に、憩い 

の場を提供するとともに衰退傾向にある商店街に、新しい 

存在価値を見つけ出している和歌山県の活動を紹介してい 

ただきました。それぞれの立場の人が協働することによって、 

まちの魅力が生まれてくるということがよく分かる講演会で 

した。お話の中で岡本さんは、子育て支援の場はコンビニの 

数ほど必要だといわれ、又、公的な場所だけでなく民間運営 

の気楽に立ち寄れる場所も求められていると話されました。 

こうした時代に即した対応を、それぞれが果たしていくことが 

「商店街と NPO 法人の協働による子育て支援」と題して    大切な時です。 

講演する  岡本瑞子さん 

特定非営利活動法人子ども NPO 和歌山県センター理事長 

 

 

     

 

・次号では、おかまちの商業や商店街の可能性（生き残りの）について多方面からの意見や提言を 

特集します。地域財産「原田神社、瑞輪寺（一休さん）、手塚治虫生誕市、あーとらんど」等と岡町・ 

桜塚の商業者がどう関わり、活かし、自らの生き残りに役立てるか？初金市など現在の事業の 

今後は？ そんなものは必要なくやっていくのか？そしてこの「まち」にハード整備は必要なのか 

不要なのか？今！ おかまちの商業・商店街の活性化についてなにが必要か大特集する予定です。        

 

４ 


